
は じ め に

近
きん

年
ねん

、A
エー

I
アイ

（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）の進
しん

化
か

は目
め

ざましく、社
しゃ

会
かい

が大
おお

きく変
か

わろ

うとするなかで、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

の人
じん

口
こう

は年
ねん

々
ねん

減
へ

りつづけ、働
はたら

き手
て

の高
こう

齢
れい

化
か

も進
すす

み、仕
し

事
ごと

にはより効
こう

率
りつ

化
か

・省
しょう

力
りょく

化
か

が求
もと

められるようになりました。

今
いま

では、これまで人
ひと

が行
おこな

ってきた仕
し

事
ごと

の一
いち

部
ぶ

をA
エー

I
アイ

やロボットが担
にな

うようになったり、劇
げき

的
てき

に進
しん

化
か

するI
アイ

T
ティー

（情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ

）があらゆる場
ば

所
しょ

で活
かつ

用
よう

されるようになったりするなど、仕
し

事
ごと

の「スマート化
か

」が行
おこな

わ

れています。近
ちか

い将
しょう

来
らい

、多
おお

くの仕
し

事
ごと

がスマート化
か

されることで、みな

さんが「将
しょう

来
らい

なりたい」と思
おも

っていた職
しょく

業
ぎょう

が、大
お と な

人になるころにはな

くなっているかもしれません。

そこで、これから必
ひつ

要
よう

になるのが、夢
ゆめ

やアイデアを持
も

ってみずから

事
じ

業
ぎょう

を起
お

こし、仕
し

事
ごと

をつくっていくという「起
き

業
ぎょう

家
か

精
せい

神
しん

」です。

今
いま

ある職
しょく

業
ぎょう

のなかから、将
しょう

来
らい

自
じ

分
ぶん

が働
はたら

く姿
すがた

を思
おも

い描
えが

くことも大
たい

切
せつ

で

すが、これからの社
しゃ

会
かい

で必
ひつ

要
よう

になるような「新
あたら

しい仕
し

事
ごと

」を自
じ

分
ぶん

で生
う

み出
だ

すことも、大
たい

切
せつ

な選
せん

択
たく

肢
し

となるでしょう。そのための手
しゅ

段
だん

となる

のが「起
き

業
ぎょう

」です。

この本
ほん

では、実
じっ

際
さい

に起
き

業
ぎょう

をするために、何
なに

からはじめればよいか、

誰
だれ

に相
そう

談
だん

すればよいか、どういう手
て

続
つづ

きがあるのかなど、具
ぐ

体
たい

的
てき

なこ

とを学
まな

んでいくことで、「起
き

業
ぎょう

」をより身
み

近
ぢか

に感
かん

じることができるよ

うになっています。

みなさんがこの本
ほん

を通
つう

じて、「起
き

業
ぎょう

」に関
かん

心
しん

を持
も

つきっかけになれ

ば幸
さいわ

いです。

もくじ

★本
ほん

書
しょ

に出
で

てくる社
しゃ

名
めい

、肩
かた

書
がき

、法
ほう

律
りつ

、制
せい

度
ど

、U
ユー

R
アール

L
エル

（二
に

次
じ

元
げん

コードふくむ）などは、2024年
ねん

10月
がつ

現
げん

在
ざい

のものです
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4

でも、何
な に

から
はじめればいいの？

将
しょう

来
らい

、起
き

業
ぎょう

したい人
ひと

が集
あつ

まっ
て、起

き

業
ぎょう

クラブが発
ほっ

足
そく

。起
き

業
ぎょう

について学
まな

ぶことになった

お、
けっこう
集
あつ

まったね

みんな起
き

業
ぎょう

に興
きょう

味
み

が
あるみたいです

やっぱり
カッコいいしね

まあまあ

やれやれ、
　　そんな動

どう

機
き

で
　　大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

か？

動
どう

機
き

は何
なん

であれ、
興
きょう

味
み

を持
も

つのは
いいことだね

放
ほ う

課
か

後
ご

――

ミサキ先
せ ん

生
せ い

起
き

業
ぎょう

したい！

5

とりあえず、
会
かい

社
しゃ

をつくればいいん
じゃないかな？先

せん

生
せい

、起
き

業
ぎょう

するには、
何
なに

からはじめれば
いいですか？

インタビュー（第だい１巻かん）で見
み

てきたように、
大
お と な

人の人
ひと

に代
だい

表
ひょう

になってもらえれば、
子
こ

どもでも会
かい

社
しゃ

はつくれます

でも、会
かい

社
しゃ

をつくるだけが
起
き

業
ぎょう

じゃありません。
起
き

業
ぎょう

にはいろいろな形
かたち

があります

ほうじん？

そうか、個
こ

人
じん

で
仕
し

事
ごと

をはじめると
いうのがあった

くわしく教
おし

えて
ください！

ほかにも、N
エヌ

P
ピー

O
オー

法
ほう

人
じん

や一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

といったものもあるよ！

では、これから、
いろいろな起

き

業
ぎょう

の形
かたち

や、
起
き

業
ぎょう

をする前
まえ

の
準
じゅん

備
び

について
勉
べん

強
きょう

してみましょう

会
かい

社
しゃ

ってどう
やってつくるの？

ソウタ

メイ
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「起
き

業
ぎょう

」というと「会
かい

社
しゃ

をつくる」ことに
こだわりがちです。しかし、起

き

業
ぎょう

にはいろい
ろな形

かたち

があり、自
じ

分
ぶん

のやりたいことや目
もく

的
てき

に
合
あ

わせて選
えら

ぶことができます。

「会
か い

社
し ゃ

をつくる」ことだけが起
き

業
ぎょう

じゃない

いろいろな
起

き

業
ぎ ょ う

のカタチ

会
かい

社
しゃ

などの組
そ

織
しき

に入
はい

らないで、
一
ひ と り

人で事
じ

業
ぎょう

をする人
ひと

を
「フリーランス」といって、
そのなかでも、事

じ

業
ぎょう

を
はじめるための「開

かい

業
ぎょう

届
とどけ

」を
税
ぜい

務
む

署
しょ

に届
とど

け出
で

た人
ひと

を、法
ほう

律
りつ

上
じょう

、
「個

こ

人
じん

事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

」というんだよ

会
かい

社
しゃ

や N
エヌ

P
ピー

O
オー

法
ほう

人
じん

、
一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

のような組
そ

織
しき

を
「法

ほう

人
じん

」っていうんだって
（30ページ）

目
もく

的
てき

を共
きょう

有
ゆう

し、利
り

益
えき

を得
え

ようと集
あつ

まった集
しゅう

団
だん

が会
かい

社
しゃ

です。会
かい

社
しゃ

は個
こ

人
じん

事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

よりも取
とり

引
ひき

先
さき

やお客
きゃく

さんから信
しん

頼
らい

を得
え

やすく、銀
ぎん

行
こう

から
お金

かね

を借
か

りやすくなります。

◉ 会
か い

社
し ゃ

起
き

業
ぎょう

は利
り

益
えき

（金
きん

銭
せん

的
てき

なもうけ）を目
もく

的
てき

とす
るものばかりではありません。環

かん

境
きょう

保
ほ

護
ご

活
かつ

動
どう

や、困
こま

っている人
ひと

びとを助
たす

ける福
ふく

祉
し

活
かつ

動
どう

など、
非
ひ

営
えい

利
り
＊で社

しゃ

会
かい

に役
やく

立
だ

つ事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

う団
だん

体
たい

を
N
エヌ

P
ピー

O
オー

法
ほう

人
じん

（特
とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

）といいます。
国
くに

への届
とど

け出
で

が必
ひつ

要
よう

です。

◉ N
エ ヌ

P
ピ ー

O
オ ー

法
ほ う

人
じ ん

起
き

業
ぎょう

は、一
ひ と り

人でも思
おも

い立
た

ったらすぐにはじ
めることができます。まんが家

か

やピアノ教
きょう

室
しつ

、町
まち

の小
ちい

さなパン屋
や

、ユーチューバーなど、
個
こ

人
じん

で事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

う人
ひと

を「個
こ

人
じん

事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

」といい
ます。

◉ 個
こ

人
じ ん

事
じ

業
ぎょう

主
ぬ し

N
エヌ

P
ピー

O
オー

法
ほう

人
じん

の事
じ

業
ぎょう

は、法
ほう

律
りつ

で決
き

められた特
とく

定
てい

の分
ぶん

野
や

に限
かぎ

られます。一
いっ

方
ぽう

で、同
おな

じ非
ひ

営
えい

利
り

法
ほう

人
じん

でも「一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

」は、法
ほう

に触
ふ

れない
限
かぎ

り自
じ

由
ゆう

にどんな事
じ

業
ぎょう

も行
おこな

うことができま
す。国

くに

への届
とど

け出
で

が必
ひつ

要
よう

です。

◉ 一
い っ ぱ ん し ゃ だ ん ほ う じ ん

般社団法人

＊�非
ひ

営
えい

利
り

：営
えい

利
り

を求
もと

めない（活
かつ

動
どう

で得
え

た利
り

益
えき

を組
そ

織
しき

の維
い

持
じ

と
活
かつ

動
どう

以
い

外
がい

に使
つか

わない）こと
7

何
なに

かアイデアや目
もく

標
ひょう

があって、「いつか起
き

業
ぎょう

したい、でも心
しん

配
ぱい

……」と考
かんが

えているなら、
最
さい

初
しょ

から会
かい

社
しゃ

をつくるのではなく、まずは個
こ

人
じん

で事
じ

業
ぎょう

をはじめてみるのもいいでしょう。
手
て

続
つづ

きのいらないフリーランスや、手
て

続
つづ

きの
負
ふ

担
たん

が少
すく

ない個
こ

人
じん

事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

なら、自
じ

分
ぶん

のアイデ
アを試

ため

しやすいものです。
はじめのうちは、フリーランスや個

こ

人
じん

事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

として、事
じ

業
ぎょう

を経
けい

験
けん

してみることで、お客
きゃく

さんの反
はん

応
のう

や売
う

り上
あ

げを見
み

て、自
じ

分
ぶん

の事
じ

業
ぎょう

が

どれくらいうまくいくものなのか、事
じ

業
ぎょう

の進
すす

め方
かた

を変
か

えたほうがいいのかなど、見
み

通
とお

しが
持
も

てるはずです。そんなふうに少
すこ

しずつ経
けい

験
けん

を積
つ

み重
かさ

ねていけば、自
じ

分
ぶん

の事
じ

業
ぎょう

に自
じ

信
しん

を持
も

つことができたり、会
かい

社
しゃ

をつくるべきかどう
か判

はん

断
だん

しやすくなったりします。会
かい

社
しゃ

をつく
るのは、それからでも遅

おそ

くありません。
ほかにも、事

じ

業
ぎょう

が大
おお

きくなって人
ひと

手
で

や資
し

金
きん

が必
ひつ

要
よう

になったときなどに、あらためて会
かい

社
しゃ

設
せつ

立
りつ

を考
かんが

えてもいいでしょう。

心
し ん

配
ぱ い

なら、まずは個
こ

人
じ ん

ではじめてみよう

フリーランスの人は、
209万

まん

人
にん

もいるんだね

＊�有
ゆう

業
ぎょう

者
しゃ

：ふだん収
しゅう

入
にゅう

を得
え

るために仕
し

事
ごと

をし、調
ちょう

査
さ

日
び

以
い

降
こう

もしていくことになってい
る者

もの

、および仕
し

事
ごと

は持
も

っているが現
げん

在
ざい

は休
やす

んでいる者
もの

（家
か

族
ぞく

従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

は収
しゅう

入
にゅう

を得
え

ていなくても、ふだんの状
じょう

態
たい

として仕
し

事
ごと

をしていれば有
ゆう

業
ぎょう

者
しゃ

とする）

（総
そう

務
む

省
しょう

統
とう

計
けい

局
きょく

「令
れい

和
わ

4年
ねん

就
しゅう

業
ぎょう

構
こう

造
ぞう

基
き

本
ほん

調
ちょう

査
さ

」より）

実
じっ

数
すう 有

ゆう

業
ぎょう

者
しゃ

に
占
し

める割
わり

合
あい

総
そう

数
すう

209.4万
まん

人
にん

3.1％

15～19歳
さい

0.3万
まん

人
にん

0.3％

20～29歳
さい

10.8万
まん

人
にん

1.1％

30～39歳
さい

28.9万
まん

人
にん

2.5％

40～49歳
さい

43.9万
まん

人
にん

2.9％

50～59歳
さい

46.9万
まん

人
にん

3.2％

60～69歳
さい

40.7万
まん

人
にん

4.4％

70歳
さい

以
い

上
じょう

37.9万
まん

人
にん

7.1％

▶︎ 本
ほ ん

業
ぎょう

がフリーランスの人
ひ と

の年
ね ん

代
だ い

別
べ つ

割
わ り

合
あ い

と 
有
ゆ う

業
ぎょう

者
し ゃ ＊にしめる割

わ り

合
あ い

（2022年
ね ん

） 正
せ い

社
し ゃ

員
い ん

、パート・アルバイト、
フリーランスのちがい

雇
こ

用
よう

主
ぬし

（会
かい

社
しゃ

）と労
ろう

働
どう

契
けい

約
やく

を結
むす

んで、
期
き

間
かん

を定
さだ

めずに働
はたら

く社
しゃ

員
いん

を正
せい

社
しゃ

員
いん

とい
い、基

き

本
ほん

的
てき

にはフルタイム（1日
にち

8時
じ

間
かん

、
週
しゅう

40時
じ

間
かん

）で働
はたら

きます。原
げん

則
そく

としてフ
ルタイムではなく、週

しゅう

の労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

が短
みじか

い
労
ろう

働
どう

者
しゃ

を、パートやアルバイトといいま
す（パートとアルバイトに法

ほう

的
てき

なちがい
はありません）。
一
いっ

方
ぽう

、フリーランスは労
ろう

働
どう

契
けい

約
やく

を結
むす

ば
ず、個

こ

人
じん

で仕
し

事
ごと

を請
う

け負
お

う働
はたら

き方
かた

で、自
じ

由
ゆう

に時
じ

間
かん

を使
つか

って仕
し

事
ごと

ができますが、そ
れだけ責

せき

任
にん

も重
おも

くなります。


